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年寺 許 の 紹 介

特許弟558808号(特公昭44-11823号)

行 印 刷 機

本発明は電子計算機の出力装置である行印刷機の制御方式に関す

るものである｡

図2に.示すように,活字ドラムに使用ひん度の高い活字グループ

(たとえば数字)をほかの活字グループ(たとえばアルファべッりに

比べ多数回配置する｡図lに示すように,活字ドラムと一体になった

コード板から活字ドラムのハソマ位置にある文字コードが文字レジ

スタに与えられる｡一方中央処理装置から1行分(たとえば120字)

の印字情報がバッファメモリに与えられる｡一致回路は文字レジス
タの1文字とバッファメモリ内の1行分の情報が順次比較され,‾

致することその一致したけたに対応するハンマが駆動され,印字が

行なわれる｡さらに一致したバッファメモ･り内の文字は非印字コー｢

ドに変換される｡このよう忙して1行分の印字が終了すると,バッ

ファメモリ内の印字情報はすペて非印字コードに変換される○バッ

ファメモリにほ印字終了検出回路が接続されており,印字終了が検

出され,紙送りが行なわれる0したがって,使用ひん度の高い活字

グルー･プを乃回配置すれば,従来より〝倍の速度で印字でき,さら

に活字ドラムの全文字の走査を完了しないで紙送りモードに入るこ

とができ,サイクル時間を短くすることができる｡ (細田)
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字レジスタ

文字コード

コード板

新 案 の 紹 介

実用新案登録弟877385号

ア ド レ ス

コ7メモリにおける従来のアドレス選択回路として,図1に示す

ような回路があり,このような回路においてほ通常直列抵抗児を通

して結合阻止ダイオード札β2に逆バイアスを与えている｡図2
(a)はアドレス選択時におけるスイッチ5の出力点クのレベル変化

とこの直列抵抗月との関係を示しており,選択アドレスに対応する

スイッチ5が開から閉に切換えらたれ後,次いでこのスイッチ5が
開から開に切換ぁる時,直列抵抗月の抵抗値が大の場合はAのよう

に,小の場合は月のようにレベルが変化する0このP点の電位は次

のアドレス選択動作以前に且βレベル(前記逆バイアス用電源のレ

ベル)まで戻っていないと,同時に二つのアドレスが選択されるお

それがあり,したがって高速なメモリのアドレス選択回路では直列

抵抗月の抵抗値をますます小さくしなければならない｡ところがこ

れを小とした場合には,アドレス選択時にそのアドレスに対応する

直列抵抗月およびスイッチ5を通して大きな電流が流れる結果とな

り,このためこの直列抵抗月における電力損失が大きくなり,しか

もスイッチSの電流容量を大きくしなければならないなど回路設計

上きわめて不経済である｡

そこで,この考案はこの直列抵抗月が高抵抗値のものでも高速な

アドレス選択を可能にするものであり,特に図1の破線で囲まれる

部分に示すようにスイッチ5の出力点クにダイオード〝を介して

負のパルス電源Eを接続したものである○なお,このパルス電源且

の/くルスは図2(b)に示すようにスイッチ5が閉から開に切換わっ

た直後に発生されるよう設定されている0このようにすれは,選択

アドレスに対応するスイッチ5が開から閉に切換えられた後,次い

でこのスイッチSが開から開に切換わる時,このスイッチ5の出力

点Pの電位はこの時パルス電源Eより発生される魚のパルス(この

パルスのレベルはEβレベルに近いことが望ましく,以下Eβレベル

に等しいものとして説明する)により,直列抵抗月の抵抗値の大小

にかかわらず強引に且｡レベルにクランプされ,図2(a)のCに示
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すようなレベル変化をさせることができる｡したがって,直列抵抗

月が高抵抗値のものでも高速のアドレス選択が可能になる｡
(新藤)
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+E仙規格準拠クレーン用交流電磁ブレーキ

クレーン用交流操作ブレーキとしてJEM規格(JEM1240)が

1970年2月に制定されたので,口立製作所でほJEM規格準拠のク

レーン用交流電磁ブレーキ(LS-SY4シリーズ)の開発を進め,シリ

ーズ化が完成Lたのでここに紹介する｡

なお,JEM規格の交流操作ブレーキは新JEMクレーンモート

′レ(JEM1202:1967年7月制定)用としてクレーン巻上用などに使

用可能なものとLて規格化さjtたものであF),交流操作ブレーキと

してはわが国最初のものである｡

(このJEM規格でほブレーキのセンターハイト,ドラム寸法,取

付てj‾▲法などが規定されている｡)

1.構造および動作

(1)構 造

昧ヒに取り付けられる別置形構造で制動部と電磁石部とオイル

ダッシュポット溺から成っている｡

(2)動 作

制動は制動バネの抑圧力と電磁石可動部の自重で行なわれ,制

動の解放は電磁石の吸引力により制動/ミネを圧縮L,ポストを押

L広げることにより行なゴっれる｡

また,オイルダッシュポットは動作時の衝撃を緩和する｡

2.お も な特長

(1)JEM規格準拠の特性および一寸法

寸法･特性ともじゅうぶんにJEM規格を満足Lており,クレ

ーン用としての制動トルク･制動容量などにじゅうぶんな俗塵を

持っている｡

(2)高性能電磁石の採用

電磁石としてはこれまで高性能,容易な保守･点検などで実績

のあるSY3形電磁ブレーキの電磁石を採用Lノている｡

(3)封じ切り形オイ′しダッシュポットの採用

動作時の衝撃を緩和するためのダッシュポットは日立製作所が

開発した独特のムfじ切り形構造のオイルダッシュポットでブレー

キの特性が非常にすぐれている｡

(4)動作が確実

バネ制動･励磁解放形であるので動作が確実であり,停電など

Flこ

図1 交流電磁ブレーキ(LS30-SY｡)
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の場合でも安全側に動作するので危険がない｡

(5)ライニングの取り換えが容易

消耗品であるブレーキライニングは裏板付きの特殊加工ウーブ

ンライニソグを採用しており,ブレーキシューにボルトで取り付

けてあるのでライニソグの取り換えが容易であり,保守･点検も

簡単である｡

(6)小 形･軽 量

′+､形軽量化されており,全体としてコンパクトになっている｡

(7)長 寿 命

ピソ回りなどの摩耗部分を強化し,寿命の増大が図られて

いる｡

(日立製作所商.計事業部)
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防塵形PCモートルのシリーズ化

防塵(じん)形PCモートルは,標準PCモートルに高性能冷却フア

ン,フィルタなどを組み合わせ,さらにコイル部分を強化して多湿,

多塵の場所でも使用できるようにした製品である｡これまでに新日

本製鉄株式会社をはじめ各社に数十台納入したが,今回2･2～11kW

までのシリーズ化を完成した｡

1.特 長

まず,標準PCモートルについては,次のような特長を持って

いる｡

(1) 広範閃,無段階(1:30)の速度制御ができる｡

(2)かご形モートルであるから,渦電流継手付きの変速モート

ルに比べ80プgの容積ですむ｡

(3)迅速な追従性をもっている｡

PCモートルは,モートル自身で電気的制動力を発生するので,

過渡応答がよく速度指令に対し迅速に追従する｡

(4)保守･点検が簡単である｡

スリップリングなどの摩耗部分がないので,保守,点検がきわ

めて簡単である｡

(5)三相PGの採用によi)高精度の速度制御が可能である｡

(6)比例運転,揃速運転,線形加減速などの応用制御ができる｡

(7)直流棟に比べ安価である｡

防塵形PCモートルは上記の標準PCモートルのほかにさらに次

のような特長をもっている｡

(1)鉄粉,塵挨(じんあい)などを防ぐためフィルタ付きにして

いる｡このフィルタは運転中でも交換を行なうことがで

きる｡

(2)フィルタの交換は平均して2個月に一度ぐらいである｡よ

ごれたフィルタほ水洗しただけで再使用できる｡

(3)コイルは防湿処理が施されており,多湿の場所でも使用で

きる｡

2.標 準 仕 様

防塵形PCモートルの仕様ほ標準PCモートルの仕様表1と同じ

であるが,製作範囲ほ2.2kW以上である｡

3.構 造

防塵形PCモートルの外観ほ図1に,構造は図2に示すとおりで

ある｡反負荷側にエアフィルタ,他冷却フアンが付いており,フイ

@＼.､憩

表1 標準PC モ
ー

チョウネジ

PCモー,1トルテ‡け分

ファンモーートル部分

冷却風

フィ/レク

図1 防塵形PCモート′し
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ルタを通して吸い込まれた空気は,PCモートルを冷却し負荷側より

排出される｡またフィルタほチョウネジによりフアンモートルに固

定されているので工具なしで手で簡単に取り換えることができる｡

(日立製作所商品事業部)

ト ル の 仕 様

機 種 略 号

PCD-0.4

PCD-0.25

PCD-1.5

PCD-2.2

PCD-3.7

PCD-5.5

PCD-7.5

PCD-11

(注) 1.

2.

82

出 力

(kW)

0.4

0.75

1.5

2.2

3.7

5.5

7.5

速度制御範囲(rpm)

50(Hz)

40～1,200

40～1,200

40～1,200

40～1,200

40～1,200

40～1,200

60(Hz)

45～1,400

45～1,400

45～1,400

45～1,400

45～1,400

45～1,400

40～1,200 45～1,400

11 1 40～1,200 1 45～1,400

定格ト ルク(kg-m)

50(Hz)

0.33

0.61

1.2

1.8

3.0

4.5

6.1

8.9

60(Hz)

0.28

0.52

1.0

1.5

2.6

3.8

5.2

7.7

定格電圧

(Ⅴ)

200/220

200/220

200/220

200/220

200/220

200/22つ

400/440

400/440

周 波 数

(Hz)

50/60

50/60

50/60

50/60

50/60

50/60

50/60

50/60

上記出力(kW)は最高回転数における出力で表わしている｡PCモートルは定トルク矧生であるから負荷軸の出力は次式により算出される｡

PC負荷軸出力=PC呼称出力×
負荷軸回転数

最高回転数

PCモートルの外被構造ほ開放他力通風形で,絶縁はF種である｡
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HITAC9182ビデオデータシステム

HITAC9182ビデオデータシステムは,中央の処理システム(電

子計算横システム)と直接対話形式で各種のデータ処理を行なうた

めに開発されたターミナルシステムで,ブラウソ管を使用した表示

装置-ビデオデータ端末装置(VDT)一上に中央処理システムから

選択抽出されたデータを表示することができる｡

VDTは中央処理システムのファイルにデータを投入したり,フ

ァイルの状態を問い合わせたり,あるいはファイルの中から必要な

データを会話形式で検索したりするなど,各種のデータ処理をリア

ルタイムに行なうために使用される｡

本システムは,このため必要な各種の機能を持つとともに種々の

要素について考慮されている｡

1.特 長

(1)中央処理システムから離れた場所に設置され,通信回線を

介してデータ入力,問合せ,会話処理などを迅速に行なえるよう

考慮されている｡

(2)離れた場所に複数台のVDTを設置したい場合にも1通信

回線で済むようにでき,さらにマルチ制御方式を採用することに

より,VDTl台あたりを経済的に使用できる｡

(3)オペレータの操作性を向上させるため各種の配慮一ローカ

ル編集機能,リモート編集機能,データフォーマット枚能など-

がなされている｡

(4)特殊キー付きのVDTや受信専用VDTのほかにモニタ用

VDTがあり,各種の用途に使用できるよう考慮されている｡

2.構 成

図】は最大構成を示したものである｡

モデム

H-F別8む】l/1

(AMAま
たはSMA

H-F918㌢61

(LA)

‖-918㌻2】/31

(TCE)

他のTCEへ

H-F918㌻22/2

(TA)

ーF別き㌢22/23

(TA)

一円1も2-22′/23

(TA)

一円柑㌻22ノ2

(TA)

H朝粥ノー91糾

(VDT一針-R)

H-g4貼/判別

(VDT-α-R)

側mH叩

姐川-DHⅣ

側
m
H
Ⅳ
.

側mU‖
川

図1 最 大構成 国

構 成 機 器

O TCE(TerminalControIEquipment:H-9182-21/31)

中央処理装置とVDT間のデータ伝送の制御を行なう｡このた

め付加磯構として,モデムインターフェース機構(AMA/SMA),

VDT接続機構(TA)およびTCE接続撥構(LA)が本装置の筐(き

ょう)体内に搭載可能となっている｡
O AMA(Asynchronus Modem Adapter:H-F9182-11)

1,200ビット/秒の伝送を行なうモデムインターフェース機構｡

O SMA(Synchrous Modem Adapter:H-F9182-12)

2,400ビット/秒の伝送を行なうモデムインターフェース枚構｡

O TA(TerminalAdapter:H-F9182-22/23)

TCEに最大4式搭載され,2台のVDT-QまたはVDT-Rを接

続するVDT接続機構｡

--て蔓一際妾要点‾‾ゴーゴ

霊宝■藁葺薫r､､
腰元__､

⊥邑至題変造蓋>害
‾T‾‾‾≡諾

"‾‾‾‾-一藍喜謹議静

図2 T C E 図3 VPT-Q

c LA(Line Adapter:H-F9182-61)

1通信回線に2台のTCEを接続する場合,本TCE接続棟構を

通してもう1台のTCEが接続される｡

0VDT-Q(Video
Data Terminal-Q:H-9485-21/22/31/32)

けん盤部と表示部より構成されている｡けん盤部はオペレータ

が直接データを作成できるデータキー･制御キrからなっている｡

表示部はデータを表示するCRTと動作の状態を知らせる表示灯

からなっている｡

0VDT-R(Video
Data TerminaトR:H】9484-21/31)

受信専用のVDTで表示部だけよりなっている｡

0VDT-M(Video
Data Terminal【M:H-94朗一-21/31)

モニタ用としてVDT-QまたはVDT-Rに最大2台接続され

る｡表示部だけよりなっており,装置そのものはVDT-Rと同様

のものである｡

3.仕 様

(1)通信制御に関する仕様

通 信 方 式 4線式半二重通信方式

起 動 方 式 中央起動方式

データ伝送速度 1,200ビット/秒または2,400ビット/秒

同 期 方 式 調歩同期方式

使用 コ

ード JISC6220 7単位コード

誤 り 検 出 水平パリティ/垂直パリティ･チェック

(2)表示に関する仕様

表示文字数 960字

表示文字種類

文字発生方式

ブラウン管の大きさ

カーソル表示

〔モデル2:48字×20行モデル3:80字×12行

128種(英数,カナ,記号)

ドットマトリックス･ラスタスキャン方式

〔VDT-Q
:12形

VDT-R/M:20形

文字の下に-(アンダーライン)として表示

する｡

パリティエラーシンボル 1字分全自表示

文字表示色 白

(日立製作所 コンピュータ第一事業部)
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自動装填式磁気テープ装置(H8455)

電子計算枚の高速化と,有効なシステム運用のために,高速,高

密度な磁気テープ装置の要求されるとともに,取り扱い,特に,磁

気テープのかけ換え,ローデイソグ(10ading)の簡素化が必要とな

ってきた｡今回,情報伝送速度240Kバイト/s,記録密度1,600
BPIの完全な自動装填(てん)式磁気テープ装置(H8455)を開発し

たので,その概要を紳介する｡

1.お も な特長

(1)自動装填式であること｡

磁気テープのかけ換えをすべて自動化している｡

(i)磁気テープをリールハブにかけ,LOADボタンを押すの

みで,自動的にドアが閉じるとともに,磁気テープ先端が,空

気流によって送られ巻取りリールに自動的に巻きつき,テープ

は所定の位置(BOTマーク)まで走行し,直ちに使用される｡

(ii)磁気テープの取りはずしは,UNLOADボタンの押し下

げほたほ,プログラムのUNLOAD命令)によって,高速巻戻

し後,すべてのテープがリールに巻き取ら′卜し,ドアが日動的に

閃いて止まり,そのままテープを取りはずすことができる｡

この磁気テープの自動装填ほ,テープ取f)換えの時間を,著し

く短縮するとともに,磁気テープのかけ換え時に,テープ先端を

手で触れることによる,磁気テープの汚損をなくし,信煩性の向

上にも大きな効果がある｡

(2)高速であること｡

情報記録密度1,600BPI,テープ速度3.8m/sで,情報伝送速

度は240Kバイト/秒と国産最高速度である｡また,巻戻し速度

は,約12.7m/sであり,2,400フィートの磁気テープを約60秒

で巻き戻すことができる｡

(3)記録方式ほ位相変調方式(PE方式)であり,H8451,H

8453,IBM2400シリーズ,3400シリーズとも情報の完全な互換

性がある｡また,800BPI棟構をつけることによってSOOBPI

で読み書きすることができる｡この場合も,H8432,H8442,

H朗45,IBM2400シリーズとも互換性がある｡

(4)磁気テープの駆動には,シングルキャプスタン方式を,速

度検出には,光学的タコメータを使用して信顧性の向上を因って

いる｡

(5)電源を内蔵している｡

保守性の向上を考慮し,装置内で使用する直流の電源を内蔵し

ている｡
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図1 H8455磁気テープ装置

2.お も な仕様

H8455磁気テープ装置のおもな仕様ほ,表1に示すとおりで

あるこ

(日立製作所 コソピュータ第一事業部)

表1 H8455磁気テープ装置の仕様

項 番i 項 目 仕 様 説 明

情報伝送速度1,600BPI

800BPI

240Kバイト/s

(480K ディジット/s)

120Kバイト/s

(240Kディジット/s)

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

磋邑気テープ走行速度

(FWD/REV)

高速巻戻し速度

巻戻し時間(2,400ft)

3.81m/s

約12.7 m/s
約 60s

テ ー プ 装 填

テープかけ換え時間

全 自 動

約 6s 以 内

記 録 密 度
1,600BPI

(800BPI･…･･托一F8459-5付)

記 録 方 式
位相変調方式(PE)

(NRZl……H-F8459-5付)

I B G

ト ラ

標 準 15.3mm

9 ト ラ ッ ク

棍嘉 気 テ ▼ ウ
.堵in
2,400fヒ

テー プ駆動方式 シングルキャプスタン‾方式

論 理 素 子 TTL IC 使 用

概 略 寸 法

幅
奥
高

850mm

行 800mm

さ 1,670mm

電 源 200V±10%

50Hz±1Hz

直流電源内蔵
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日立070形遠赤外干渉分光装置

囲2 070形械能系統図

283

1.用 途

有機および高分子の分子構造の決定

定性分析全般

錯塩および分子間過渡現象の研究

物質の光学定数の決定

半導体,強敵性休などの物性研究

極定温にこねける物性研究

高分解測定による外部遠赤外光の研究

微分スペクトルによる微量ガスなどの同定

図1 日立070形遠赤外干渉分光装置

2.構 造

干渉分光装置ほ,従来からの分散形分光装置と比べてエネルギー

利用率がきわめて高く,光エネルギーの微弱な遠赤外域においても,

短時間,高分解測定などの真価を発揮する｡

070形干渉分光装置ほ,マイケルソン形干渉計を用いることによ

り,波数400～10cm‾1(波長25･～1,000/ノm)の遠赤外戚を,4レン

ジでおおっている｡これほビームスプリツタに用いている,マイラ

膜*)の4種の掟厚に対応しており,表1のレンジ構成に示されてい

る｡また,専用のリアルタイム･フーリエ変換装置を標準構成とし

ており,干渉計の未森と同時にフーリエ計算を行なうので,測定中

常iこスペクトルをモニタすることができる｡スペクトル図形がコア

メモリに記憶されているため,走査終了後直ちにペソレコーダへ出

力し,記録できるのほもちろん,スペクトルの拡大縮小,微分積分,

和またほ差スペクトル,平滑化などのデータ処理を簡単に行なうこ

とができる｡

なお,高波数域における高分解測定,あるいほバックグラウンド

を消去する2光束(%T,R)計算を行なう場合ほ,オフラインで汎

用電子計算機に接続することもできる｡

図2ほ,070形の機能系統図で,上より光学系,電気系および信

号処理系の3部を示している｡

蓑1 070形レンジ構成および分解能

レンジ 波 教 範 圃

50-10cm‾1

100-20cm-1

200-40cm-1

400-80cm‾1

ビームスプリッタ

(瞭 厚)*

50′`m

25/∠m

12/上m

6/上m

*
ダイヤフォイル使用

**入力データ点数1,200とする

波 数 分 解

標 準**

0.13cm-1

0.25cm‾1

0.5 cm‾1

1.O c□1-1

最 高

(0.2)

(0.4)

(P.8)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

8

9

1

1

1

2

3

4

5

6

測光方式

披教範網

干渉光路差

走査速度

壇沌良か･′ト

フ ィ ル タ

r)L･'jJ‥菜)

(電気系)

12.4Hz

幸増幅器

ゴーしイ

根知才芸

l+ 期

幣流柳井

ぢ一処理系)

(OPT10N)

OFF-LINE

几 椚

屯-ゴ■一計弟怖

一一一一--一光路

某氏テ一丁

せん礼装置

ー7'

mERFEROh†ErER

MF BS

MV

榔E試料

7ボディヤー

ン]ン回2古

可剣岳克

郎刺装置

位置パルス

発生回路

(STANDARD)
ON-t一INE

丁一

維

lll

形

_+し_+L竺

アナログ

出力回路

笥常吉二百ご0
蛮柊装置 モニタ

056

ペンレコー7

一---一代梅花純 一--一一'.E乞ミ才碇綻

3.仕 様

マイケルソン干渉計

400～10cm【1

80mm(最大),連続走査方式

1/2,1,2mm/分(速送り4mm/分)

大気水蒸気の除去 全光学系排気,到達真空度10‾1Torr

試料光東

光 源

光学フイ′レタ

検 知 器

直径12mm(標準)

高圧Hgランプ(冷却用水が必要)

粗面反射鏡および透過フィルタ

ゴーレイセル(Si窓)

アポダイゼーション ディジタル設定方式

A-D変換器 積分形12ビット＋符号1ビット

フーリエ変換リアルタイム,ディジタル余弦変換方式

スペクトル素数 1,600チャネル(2または4分割可能)

1チャネルの語長16ビット

分 解 能 最高0.13cIn-1(表1参照)

波数精度 ±0.5%以下(各レンジ最大波数に対して)

オフライン方式(オプション)

出 力

消費電力

本体大きさ

8単位紙テープ(BCD4けた)

AClOOV,3kW以内,50/60Hz

寸法:幅110×奥行79×高さ130(cm)

重量:約400kg(架台を含む)

4.特 長

測定に要する時間が短い｡最短10分/レンジ

リアルタイムでスペクトルがモニタできる｡

高分解能である｡各レンジ500で分解は最高0.13cm-1｡

汎用電算機でデータ処理するオフラインも可能｡(オプシ

ョン)

広い応用範囲を持っている｡

真空光学系を採用しており,水蒸気の影響ほ完全に除去さ

れる｡

微分積分,平滑化などの,ユニークなデータ処理が可能｡

試料が干渉計の後にあるため,試料放射の影響を受けない｡

豊富な付属装置が用意されている｡

(a)反射測定装置,(b)大気圧下測定セル重,(c)各

種気体および液体セル,加熱セルなど｡

(日立製作所計測器事業部)
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333形日立ディジタル自動分光光度計

最近多数の試料を短時間で自動的に測定することが,各分野で要

望されるようになり,分光光度計の自動化が進められてきた｡333

形日立ディジタル自動分光光度計はこのような機能を備えた装置で

ある｡

333形分光光度計のおもな仕様は下記のとおりである｡

光

測

波

七

光

受

渡

ス

学

図1 333形日立ディジタル自動分光光度計

l.仕 様

系 ダブルビーム,リトロー形分光器

グレーティング1,440本/mm

･万

仙戟

光

長

レ

光
…
仰

式

囲

ル

源

器

度

幅

測 光 精 度

測光値指示

200nmプレーズ

電気的比率直示方式

195～850nm

特殊フローセル標準装備

紫外域D2ランプ 可視域

光路長10mm

Wランプ

R-446広域光電子増倍管

±0.5nm(全波長域)

0.25nm,0.5nm,1.Onm,2.Onm,4.Onm

の5段切換

±0.003(ABS O.5にて)

ABS O-2

%T O-100

濃度 ディジタル4けた 0000-2100

特に333形分光光度計は次のような特長を持っている｡

2.特 長

(1)測光値ほディジタル表示で読み取りの個人差をなくした｡

試料吸入
チューブ

試料

86

4けたのニキシチュープにより透過率(%T),吸光度(ABS)を表

示し,小数点表示も可能である｡濃度直読のスケールでは,自由

に小数点の位置を設定することができる｡

(2)吸光度スケールでほ,ブランク試料を吸入すると自動的に

ゼロ合わせをする｡

(3)ディジタルレコーダおよびアナログレコーダの接続がで

き,測光値ほただちにプリントアウトされる｡また吸収スペクト

ルの記録もできる｡セルプログラマ,波長プログラマ,少量スイ

クェソシヤルサンプラなどの付属装置が使える｡

(4)自動化試料系で,押しボタンを押すだけの操作で試料が吸

入され測定される｡押しボタンスイッチほ試料容器を持ちながら

片手で操作できるように設計され,試料畳も約1.5mgと少量で

すむ｡しかもコンタミネーションも少なく,1回洗浄すれば完全

に除去される｡

自動分光光度計においては,試料系の自動化が不可欠の条件で

あるが,本機においてこれを装備したことは画期的といえる｡

自動化試料系の概略は図2に示すとおりである｡

試料系は特殊フローセル,回転式切換バルブ,バルブ駆動モータ

および排液用ポンプより構成される｡試料は図に示される矢印の方

向に従って流れる｡回転式切換バルブには4個の弁が内蔵されてお

り,この4個の弁の開･閉の組み合わせによって,まず前の試料が

排出され,続いてセル内が共洗い洗浄された後,試料がセルに吸入

され静止期間をおいて測定される｡1サイクルは,排出一洗浄一吸

入一静止･測定でその時間は15秒である｡この回転式切換バルブ

は,共洗い洗浄の行程をもっており,これによってコンタミネーシ

ョンを非常に少なくしている｡

試料系においてほ耐薬品性を備えていることが重要である｡回転

式切換バルブには,ダイフロン(ポリ3フツ化塩化エチレソ)を,ま

た配管チューブにはジュンフロン(4フッ化エチレンと6フッ化プ

ロビレソの共重合体)を使用している｡排液用ポンプに対しても耐

薬品性について考慮し,またアラーム機構を付け,排液のオー/ミー

フローを未然に防止するようにしている｡

自動分光光度計は,操作が容易であることが望まれるが,333形

分光光度計においてはすべてのオペレーションつまみを前パネルに

配置し,操作性を良くしている｡

(日立製作所計測器事業部)

排rlけユープ

◎-

空気

囲2 自動化試料系の概略図

○
排液用ポンプ

バルブ駆動

モータ

空気

(力持殊フローセル
②回転式切換パルプ
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073形日立ガスクロマトゲラフ

ダブル恒温槽とディジタル表示を備えた,最高級万能ガスクロマ

トグラフ"073”が完成した｡073形ほ石油化学,高分子化学,生化

学のほか,あらゆる分野での基礎研究から応用研究,あるいは品質

管理に至るまで,その用途は広く,今後が期待される｡おもな特長,

仕様は次のとおりである｡

1.特 長

(1)ダブル恒温槽を有しているので,そのソフト面に無限の多

様性を持っている｡その使用例をあげると,

(a)一方の恒温槽を反応槽として使用し,他方をカラム恒温

槽として使用できる｡

(b)2種類のカラムを別々のカラム温度で,直列に接続して,

最適の分析条件を選ぶことができる｡

(c)一方の恒温槽を保温槽として使用し,これにガスサンプ

ラを収容して使用できる｡

(d)プリカット,アフタカット,バックフラッシュなどの装

置を特別な保温槽なしで使用できる｡

(e)2台のガスクロマトグラフとして使用できる｡

(f) 二つの間の壁をとりほずし,一つの広いカラム槽として,

長いカラムを収容することができる｡

(g)一方の恒温槽をカラムのエージング装置として使用でき

2

3

4

5

6

7

る｡

温度ほディジタルで表示される｡

分析操作を自動化することができる｡

ASTMに採用された高分離ゴーレイカラムを使用するこ

とができる｡

いろいろな検出器を同時に用い,分析の多目的化が図れる｡

オンカラムオソディテクタ方式を採用している｡

1台分のスペースで,2台分の働きをする｡

2.仕

(1)カラム恒温槽

方 式

温度範囲

温度制御

温度設定

強制循環式空気恒温槽 2個装備

-50～420℃

シリコン交流制御素子(FLS)比例制御

ディジタル設定(最小1℃設定)

温度安全スイッチ 120～450℃任意設定

図1 073形目立ガスクロマトグラフ

キャリアガス

有●

(2)キャリアガス流路

方 式

流量制御

圧 力 計

流量測定

4系列流路(おのおの単独流量設定可能)

質量定流量制御 各流路1個 計4個

0～6kg/cm2各流路1個(×4)元圧2個計6個

ロータメータ(He,N2)10～100mJ/min

各流路1個 計4個

(3)試料導入部および検出器加熱槽(同時に2個取付可能)

方 式

温度範囲

温度制御

温度設定

F I D

ヒートブロック加熱方式

室温～450℃

シリコン交流制御素子(FLS)比例制御

ディジタル設定(最小1℃設定)

同時に4個取付可能

(4)TCD加熱槽(同時に2個取付可能)

方 式

温度範囲

温度制御

温度設定

(5)カ ラ

ステンレス製

ガラス製

ゴーレイカラム

(6)温度表示計

(7)電 源

(8)寸 法

(9)重 量

(10)特別付属品

ヒートブロック加熱方式

室温～450℃

シリコン交流制御素子(FLS)比例制御

ディジタル設定(最小1℃設定)

ム

①内径 3mm外径 4mm

長さ1m,2m,3m 接続可

②内径2.2mm外径3.2mm

長さ1m,2m,3m 接続可

内径3mm外径5mm 長さ1m,2m,3m

①内径0.25mm外径1.6mm

長さ15m,45m,90m

②内径 0,5mm外径1.6mm

長さ15m,45m,90m

各種,各長さ接続可能

ディジタルパネルメータ使用

AClOOV,50/60Hz 4.5kVA

幅550mmx奥行550mmx高910mm

約100kg

①TCD ④FID ④ECD ④FPD

⑤ 自動温度プログラマ ⑥ 自動分取装置

⑦自動感度切替装置 ⑧熱分解装置

(日立製作所 計測器事業部)

畠ストノブ′くル7⑦帖汁凪紺…
晶乍さ呈流星制御部丹7｡-メータゐ卸捕

豊甜
ト1

㊤: 1_｡

軋舶大仙

蓋
慧1虹舶

TCDl

拉鞘
r

【 検パ1器加熱槽2

” ⑦ … ･ウラムヵ

証量制御部 短絡′(イブ

TCl)2

若

カラム巾∴1+1槽2

流路1,2とも異なる種類のキャリアガスを

使用するときはストップバルブ1,2の入口

におのおののキャリアガスを接続する｡

図2 073形日立ガスタロマトグラフ流路図(TCDを使用したとき)

:TCD加熱槽1

OUTLE-｢
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10GHz帯高出力ガンダイ オード

日立電子株式会社iこおいて,今般10GHz帯連続波発振出力1W

のガンダイオード,形名HED7755Ⅹシリーズを製品化した｡HED

7755Ⅹは放熱体としてダイヤモンドを用いるなどの新技術を採用し

て高出力化した特徴ある製品である｡ガンダイオードは低い電圧の

直流電力から直接,マイクロ波電力に変換を行なう素子で同様の機

能を有するIMPATTダイオードiこ比べ出力電力が小さい反面雑音

が少なく,寿命はガンダイオードがまさると言われている｡またガ

ン発振器ほノミラクタダイオードによる従続逓倍方式マイクロ波源に

比べ,小形で簡易低価格で製作できる特徴がある｡すでに市販され

ているガンダイオードの多くは,出力200mW以下でおもに受信局

部発振源として用いられていたが,HED7755Ⅹは送信局部発振源

として通信装置,レーダトランスボンダなどに広く使用することが

できる｡

キャップ＼_､､

セラミック/

/
∴

＼
､＼

＼
＼

＼

--一会リボン

＼＼--､､ガン素子

＼＼ダイヤモンドヒートシンク

＼

＼

図1 HED7755Ⅹの構造

無酸素鋼ヒートシンク

1.お も な特長

この高出力ガンダイオードの特徴ほ発振効率のよいGaAs結晶の

使用と放熱体にダイヤモンドを用いていることである｡本ダイオー

ドほGaAsェピタキシヤル結晶と気相エッチを併用した気相成長法

のみで作成し,平均発振効率を約4夕方とすることができた｡またガ

ン素子ほ104～105W/cm2という高電力密度で動作するため,動作

時の放熱設計ほ重要であり,大出力化のためにほ直流入力電力は

20～30Wが必要である｡一般に放熱体としては安価で熱伝導の良

い銅が用いられるが,ダイヤモンドほ常温において銅の4～5倍の

熱伝導度を有するため放熱休としてすぐれている｡放熱体としては

特に不純物とLて窒素原子の少ないⅡ｡形がすぐれている｡電子部

動作`■宜流Ⅰ(A)
5.0

4.0

3.0

2,0

1.0

HED7755ⅩG
f=9.4GHz

トⅤ持件

_.._+
0

2 4 6 8 iO 12

鮒乍三`在宅叩)

図2 HED7755Ⅹ代表特性例

朗

3

2

1
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品として用いる場合,ダイヤモンドほ絶縁体であるため,電気伝導

および他への接着を目的として表面に蒔い金属層を適当な方法で設

汁メタライズする必要がある｡図1はHED7755Ⅹの断面略図であ

る｡放熱体にメタライズドダイヤモンドを使用し,ガン素子直下の

熱】去がり抵抗を大幅に低減し,総合熱抵抗を銅を放熱体とした場合

の1/2～1/3に低減し,直流入力電力を20～30Wとすることができ

た｡熱抵抗は5～10℃/Wで低い動作温度が得られる｡直流入力電

力ほ小出カガンダイオードiこ用いられるプロング形素子の約4倍と

なi),発振出力0.4～1Wの素子を製品化している｡図2は代表発

振特性例を,図3は発振スペクトル例を示したものである｡

3.仕 様, 用 途

図4ほHED7755Ⅹの外観写真を示Lたもの｡仕様ほ表1に示す

とおりである｡ガンダイオードの寿命はMTBF約13フ引時間といわ

二子t,相当良い寿命である｡HED7755Ⅹは従来の中電カクライスト

ロンの固体化代替発振源として実用通信回線,一般マイクロ波応用

などに広範な用途がある｡

表1 HED7755Ⅹ の仕様

最大規格(rα=25℃)

項 日

長大恨電旺

保 存 温 度

ナース温圧

降 伏 電 圧

単一 妖 抗

最小出力

記 号

___1阜
†､rα=25℃)*

条 件 l 定

非 動 作

100ns パルス

値格

13

-65～＋200

＋60

<40

10

位単
て
℃
℃
Ⅴ
叩

ク ラ ス I A
I
C I E I G l I

出撃_･㌧竺しl___2竺__1___40竺__l600!800い,000
注:串 試験周波数 9.4GHz

電気的特性(rα=25℃)

項 目

直流低`置界抵抗

問 値 電 圧

動 作 電 圧

問 妓教範 囲

効 率

記 号 一 条 件

.几

p

仇
n
帆
′
ち

値准丁一輝

J=10mA 0

2

2

1

0

1

1

～

3
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～

～
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5

00

00

0

位単

n
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H
%

(日立電子株式会社)

図3 発振スペクトル例

10mm

図4 IiED7755Ⅹ外観写真




